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電子計算機と漢テレによる
　　　　　　用語総索引の作成
斎　藤　秀　紀
　近年電子計算機の性能の向上と普及により情報処理系の研究開発がさかん
になってきている。特にH本語の語彙についての研究は情報検索や自動抄録
等の必要性かち最も新しい研究分野の一つとなりつつある。
　しかし他の分1に比較して漢字を直接あっかわせることに対する基礎的な
研究の遅れがあるように思われる。そのため現代語の用語を・広い角度から
検討するために規模の大きい語彙の調査を行い自然語の持っている性格と電
子計算機との関連を明確にしていかなければならない。以上の目的を持って
我々は66年度より行なわれる新建語彙の大壁調査の一環として漢字テレタ
イプを使用した用語総索引を作成し・これによって語彙調査を電子計算機
で行なうばあいの問題をさぐり，合わせて総索引作成プログラムとして実用
に供することを考えた。そしてこれを65年度に行なわれた漢字テレタイプ
による総索引という意昧で65ヵンソと名づけた。総索引とは一般に，ある
言語作品に含まれる用語の全てについてその露語のありかを示し索引出来る
ようになっているもので語彙調査とは非常に類似した点が多い。また用語用
字の分析を行なうばあいに便利であり・特に歳霜語の判定には用例文中の前
後関係からある程度の判定が出来るように，その語を含む一文を用例として
示すようにした。
　また近年かな文字の占める割合が事務機器の発達にともないふえてきてお
餌そのために表記上の問題としても同音諮の研究の重要性がクローズアッ
プされてきているカ㍉：本プログラムではこれらの点についての基礎的な資料
を得るため・漢字テレタイプによってパンチされた，漢字ふなまじり文の用
例撲列に若干の処理を行い・総索引の作成と共に，文脈の分析を行なえるよ
う配慰した。
　また漢字にはすべてかなをふってあるが，これは漢字テレタイプのコード
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の配列上漢字をそのままソー5したのでは配列がばらになり配動不μ∫能とな
るので，五十音順ソートを行な5ばあい，このかなの形を霞じるしにして行
なうためである。また漢字の読みと岡様，活用形の語形の変化も基本形にも
どし，かなと同様，カッコの中に入れ，単位語の直後に添えてある。プログラ
ムの実験材料としては，芥川竜之介の「くもの糸」を使用した。プレエディト
としては，暦本語にはわかち書きの習慣がないので，各単信の切れ穏を示し
た。単語の切れ冒を示すのにスペースを使った。漢字の読みと活用形の修正
をカッコ中に示し，キーパンチ用に清書をした。結果は，プレエディトに1人
1週間，パンチ1人3日間，計算機に約2時間（このうち1時間半は結果を
紙テープにパンチするのに要した）。漢字テレタイプ印字に1台当り43時問
を要し，プログラムの作成日数は企画から約4ヵ月をかけた。
　機　器　構　成
　この実験に使用された機械は，HI田AC－3010形電子計算機で，その
構成は次のとおりである。
　　　　本体一武（主記憶装麗二万桁）
　　　　磁気テープ　　　　　　　　（6台）
　　　紙テープリーダ　　　　　　　（1台）
　　　高遼紙テープパンチ　　　　　　（1台）
　　　漢字テレタイプ　　　　　　　（1台）
　　　　フレキソタイプライター　　　　（1・台）
　研究所にそなえた漢字テレタイプは，HITAC－3010用tフラィン機
器として使用されている。漢字テレタイプの文字高温は，当用漢字の大部分
一1845字，表外字一264字（雑誌九十種調査での度数i1以上の字），　Olt　一
2字，他に盤外字記号一字を選び，計算機コード2桁を対応させてある。盤
内字2400字目越えるその他の漢字に対しては，漢和大辞典（旧稿）の通し番
号によって，全ての漢字に離し一義的に理論コードを盤外字に三二させるこ
とができる。
　理論コードの決定は，最も出現頻度の高い漢字44⑪字の中から2字ずつの
組合せをとり，盤外字記号とともに漢字テレタイプの3文字をもって1字を
表わしている。次にその1例をあげる。
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　　　芥川竜之介　　　　・砂供組川竜之介
　　　お釈迦様　　　　　お釈命定：町様
　次に「くもの糸」の漢字テレタイプのタイピスト用に清書をした面心と，
データを印字したものを。各々一部であるが参考としておく。
　　　　　　　　漢字デレタイプで印字された原文データの一部
　→＠供組川竜之介全集　P三七A
　くil）の　糸（いと）砂供組川（あくたがわ）竜之介（りゆうのすけ）　一（い
　ち）
　’ある　日（ひ）　の　こと　で（だ）　ございます　。　お　釈⑲幽晦（しゃか）　様
　くさま）　は　極楽（ごくらく）　の　はす池（はすいけ）　の　縁（ふち）　を　，
　ひとり　で（だ）ぶらぶら
　お歩き（あるく）になつ（なる）ていらっしゃい（いらっしゃる）まし
　（ます）　た　。　池（いけ）　の　中（なか）　に　乞い（さく）　て　いる　はす
　の　花（はな）　は　，　みんな　玉（たま）　の　ように（ようだ）　まつ白で（ま
　っしろだ），
　その　まんなか　に　ある　金色（きんいろ）　の　傘強消（ずい）　から　は　，
　なん　と　も　いえ（いえる）　ない　よい　におい　が　，　絶えま（たえま）
　なく（ない）　あたり
　・へあふれ（あふれる）　て　おり（おる）　ます。　極楽（ごくらく）は　ちょ
　うど　朝（あさ）　な（だ）　の　で　ございましょ（ございます）　う　。
　このプログラムは4つの部分に分かれ，それぞれラン1，2，3，4と志づ
嗣しる。以下その一つ一つについて説明する。各フU　一一チャートは，この報告
書の最後に示してある。なお・この調査の結果は，延べ語数1508・異なり
語数454であった。
　　ラ　ン　匪
　ラン1においては，データ中の誤りの検出と紙テープから磁気テープへの
瀬記を行なう。一般に大量の情報を処理する場合，データの取扱いの能率が
大きな問題となってくる。そこで能率を上げるため，紙テープまたはカード
・にパンチされたデータを磁気テープ等に転記させ，それから処理を行なうの
、が普通である。
　また，われわれが，あるデータを討算機に処理させようとする揚合，その
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データは，そのまま機械が読みとれるような形では存在しない。そこで，これ：．．
から処理を行なおうとするデ■一タをなんらかの変換機械にかけて，紙テープ・・
カード，磁気テープ等，計算機が理解できるものになおさなければならない。
これらの変換は，タイピストが原稿を見て漢字テレタイプ（国概の揚合）のt）
キーを打つことによって自働的に行なわれ，紙テープにさん孔されたデーダ
が作成されるのであるが，機械に処理させようとするデータは，常に完全なも
のが要求される。しかし人間が操作する以上，誤りが絶無であることを期待す’
ることはむずかしい。そのため誤りの検出を行なう必要があり，このランに一一
おいては，転記と舎わせてデータのチxックを行なった。チェックは主とし．
てデータフォーマッ5についてであるが，デーー国処聴力漢行不可能になるよ
うな今宮だけにとどめ，文中の誤字，脱字に対しては，チェックの翠霞からは、
ずした。またデータ中にフォーマットの誤りが検出された揚合，その誤りの，
位置が僧ぺ・一・ジ，偏行目に当るかを高速印字装置に表示し，デ・・一タの訂正を’
行ないやすいようにしてある。なお，データを作成するに当り，次の規定を
もうけて原稿作成の基準とした。インプット及びアウトプットの各テープ
フォーマットも参考としてそえておく。
　　L磨典朋の題名は漢テレ字で20字以内（機械では40桁に当る），ページ表現は灘ニ
　　テレ6文字以内とする。
　　2・文章は1ページ当り最大漢テレ4000字を越えなし・ものとし，これを可変長と、
　　する。なお，4000字を越えるおそれのある屯のは任意にページ分割を行なう。
　　例）三七　　　三七上　　　三十七ページ上段の意昧
　　　　　　　　　上三七中　　上巻三十七ページの中段の意味
　　3・題名，ページであることを示す詑号に，→，②留男を使用する。
　　　（これらの記号はプログラム上で題名，ページをチェックしゃすいように挿入．
　　してある。）題名は，記号→で始まり，ギャップで終りとする。ページについて：
　　は，記号②で始まり，山行のマークで終る。
　　4．文章の終りは必ずピリオドがあるものとし，、原文にピリオドのないときは適当r
　　に挿入すること。
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インプット紙テープフォーマヅト
ギャップ ＠ 題名 ギャップ
?
ページ
??
用　　　例
1ページ分
????ギャップ
　上記紙テープ上のフォ　一’マットをチェックし，誤りのないデータに対して
’1は・用例文に題名，ページをつけて磁気テープに転記する。転記された磁気
’テープフt一マットは次のとおりである。
　　　　　　　　　　アウトプット磁気テープフォーマット
ギャップ 題　名
?
ページ
??
用例1ページ分 ???? ?ギャップ
　なお漢字テレタイプのコードは1字2桁から成っており，電子計算機内で
のデータの転送に関してはそのつど偶奇のチ＝ックを行なう必要がある。
　奇数個のデータの転送されたときは，明らかに1桁のずれがいずれかで
廻ったことになり，漢字テレタイプに印字させる場合正しい字とならない。
1こ口偶奇のチェックは，プログラムデバッグ等でデータの転送処理を連続し
て行なうときに有効と思われる。なお機械に読みこむときのデー・タの大きさ
回して原：文1ページ分をとった。紙テープ上でその前後にギャップをおいて
ある。
　ラン2及びラン3
　用例文中から1単位語を見出し語として立て，見出し語の含まれていた位
㌧置を用例文中に示すと局時に，繊典（題名，ページ），用例1センテンスを見撮
し語につけて磁気テープに書き回す。ラン3においては，おのおのラン2で
：立てられた4個のキーについてソートを行なう。このプログラムの開発の目
｛的が語彙調査の闘題点をさぐることにあることは前にものべたが，語彙調査
・を行なおうとする揚合，調査の対象となる作品の，語彙の構成や単語の所属
．と単語相互間の関係を調べることは非常に重要なことである。又同音語の判
完については特に重要であると思われるが，各単位語の持つ性質や位相の違
・い，慣用的用法，語の講成等によってある程度犀わけられることが予想さ
：れ，各単位語が文脈の中でどのよ5な条件のもとに置かれているかを調べて
．おくこどは，語の用法の分析のために非常に有意義であると思われる。その
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ため，このランにおいて，見出し語を含めて4個のキー（分類排列のための分
類点）を設定してあるが，語を構成する単語の特徴がそれによっ．てソーF（分
類排列）されるとき，それぞれ特徴を持ったいくつかのグループに分けられ．
見分けやすくなると考えたのである。同様に，岡じ語の中の意味分類にも・
用例をグループ分けしておくことが有効であると思われる。
　それゆえ見出し語の含まれていた用例文の全文を見出し語の後につけて参
考となるようにし，見出し語が原文のどんな揚所にあったかを示すため，
ページ，行事を用例文の後にそえてある。
　見畠し語及び注について
　文章は各々わかち書きされているため，各単語の切れ目のスペースによっ．
て1単位語を求めることができる。各単位語の構成はカッコを含むものと含
まないものとに分けられ・見出し語を立てた後に見出し語に該当した位置に．
＊＊＊の記号をつけてある。以下順に見出し語の立て方を説明ずる。
1・単傭語にカッコのないもの
　このカッコのない単位語は・かなのみで表記されている穿活用語（助詞を・
含む）及び終止形の活用語である。単位語はそのまま見出し語として立てら・
れる。
2．単位語にカッコのあるもの
　カッコ内にあるものすなわち漢字の読み又は活用の終止形を見出し語とL．
て立て，カッコの外の語（原形すなわち漢字又は活用形）を，注の形で書き
そえることにした。なお，ソー5　fe　・一としては見出し語を第1キーとし・注、
を第2キーとして使用した。
3．前及び後1単位語について
　見出し語として立てた単位語の導爆は後の単位語を各々ソートキーとして
使製し，一定の基準（ソートしたとき同一見出し語中の用例文を，前・後
の単位語と見出し語との閾連を基準としてならべる）でグループ別に集めて
おくtとは，文の構成上の特徴をつかむうえに大きな手がかりとなる分合がこ
ある。このような点を考慮して，見出し語について前1単位語及び後1単位二
譜をソートキーの第3・第4として設定した。
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　以上4個のキーについて説明したが，各単位語の長さが11文字以下の場
合は全文字を，11文字を越えるものについては11文字までを，ソートキー
として使用したが・これはソートルーチンにおけるキーの最大桁数が漢字デ
レタイプ44文字までを限度とするため，4個のキーに話する配分によるも
のである。なお，このランにおけるアウトプットフォーマットは次のとおり
である。
　　　　　　　　　アウFプット磁気テープフォーマット
ギャッ? 見出し?
塒
㌦轟藩後1単位語
　22桁
題．名
　40桁
ページ行
12桁　4桁
用例1セ
ンテンス
可変長
??????ギャッ?
　ここで各単位語の5ち11文字を越えた語についての処置は，見出し語に
ついてe＊　tl文字目の位置に㊥（イコ　・一ルマーク）記暑を入れ，．’　11文字を越え
た残りの文字を用例文中の　＊＊＊　記弩の後に入れてある。ただし注，及
び前・後の各単位語についてはこの処置は省き，11文字を越えた文字につ
いては切り捨ててある。
　geJ）　一一＠（＊＊＊OOOO）＠一
　　　又は　～㊥＊＊＊○○○○＠～
　　　㊥はスペース（余白）を示す。
　　　＊以下は見離し語について11文字を越えた残りの文字。
　なおソートルーチンは，HITA　C一　3010用サービスルーチンを使用
し，ソートに要した時闘は，平均桁数500桁のデータ1，710欄で約15分程
度であった。
　ラ　ン　4
　プPtグラムラン4では，ソート済みのデータを規定の印字フォーマットに
従い，紙テープにパンチする。パンチされた紙テープは，漢テレにかけ総索
引を作成し，このプログラム全部を終了する。
　用例文には各々見出し語がつけてあるが・同一の見出し語については見出
し語を索き，用例出典題名を順次ならべて印字できるよう紙テープにパンチ
する。また用例の1センテンスは必ず1ページ内におさまるよ5になってい
る。
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以下に，とのランの結果，印字された総索引の一部を例としてあげる。
　　　　かんだた
　2　そこで◇草強◇限物干（＊＊＊）は大きな声　を　出し　て，　「
　とら　，　罪人ども　．　（◇供組川竜之介全集　閥一A　O2）
　匿二こちらは地獄の底の血の池で，ほかの罪入
　　と　いっしよに，　浮い　たり　沈ん　だり　し　て　い　た◆：肇強◇限
　画多（＊＊＊　）　で　ございます　．（◇供組川竜之介全集　三入C　O2）
　摩　ですから　◆草強◇限颪多（＊＊＊　）　も　たまり　ませ　ん　・　（◇供
　組川竜之介全集　匹一A　O4）
　匿　やや　しばらく　登る　うち　に　，　とうとう　◇四強◇二三多（＊＊＊
　　）もくたびれて，もうひとたぐりも上の方へは登
　れ　なく　なつ　て　しまい　まし　た　．　　（◆供組川竜之介全集　四十A
　O　2）
　『　ですから　さすが大どろぼう　の◇草強◇限画多（＊＊＊）　も　ヂ
　　やはり　」血　の　漉　の　」血に　むせび　ながら　，　まるで死にかかっ
　　た　かわず　の　ように　g　ただ　もがい　て　ばかり　おり　まし　た　．
　　（◇供三川竜之介全集　三九A　O4）
　？三お釈命定町様は極楽のはす池の縁に立って，1
　　この一部始終をじっと晃ていらっしゃいましたが，や
　がて’◇草強ゆ限画多（＊＊＊　）　が　血．の　池　の　底　へ　石　の　よ
　うに沈ん　で　しまい　ます　と　，　悲しそうな　お顔　を　なさり　な
　がら　，　また　ぶらぶら　お　歩き　に　なりはじめ　まし　た　・（◇供組
　斑竜之介全集　四一C　O3）
　？　すると　その　地獄　の　底　に，　◇草三二限画多（＊＊＊　）　と
　いう　男　が　ひとり　，　ほか　の　罪人　と　いっしょに　うごめい　て
　いる　姿　が　，　お　目　に　とまり　まし　た　・　（◇供maJll竜之介全集
　三七C　O1）
　結　　　び
　以上で65カンソに関する目的とプログラムに関しての一般的な説明を終
る。このプログラムの開発によって・新聞語彙の大量調査を行なってN・くう
えに，はじめには朱知であった多くの問題点が発見され，再認識され，解決
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を求められていることがわかった。現在国語研究所で行なっている新聞爾語
の調査は，非常に規模の大きなものとなる。そのため計算機の能率のよい運
懲方法や入間の配置等全体の作業の流れについて，今後ともいろいろ概究し
「でいかなければならない。又漢字テレタイプの印字については非常に時聞が
かかっているが，機械の開発も必要であること等が，漢字テレタイプの印字
ζにかわる勉の漢字物別法の研究も合わせて行なわれる必要がある。それに
よって・65カンソの作成はいっそう意味のあるものになるであろう。
　なお・このプログラムの作成にあたっては研究補助員沢田さち子氏の協力
魯得たぽか，NBC山本武氏の助書を得た。
一一　99　一
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